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京

都

月

並

ち

ら

し

菅
永

井

一

彰

化
政
期
以
降
、
三
都
を
中
心
に
爆
発
的
に
流
行
し
た
月
並

・
奉
燈

・
奉
額
な
ど

の
発
句
合
に
於
て
、
不
特
定
多
数
の
投
句
者
か
ら
句
を
募
る
た
め
に
配
布
さ
れ
た

ち
ら
し
は
、
現
代
に
伝
わ
る
可
能
性
が
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
は
、
選
者

.
題

.

点
料

・
締
切
日

・
景
晶
な
ど
を
通
知
す

る
こ
と
を
主
た
る
役
目
と
す
る
ち
ら
し
は
、

発
句
合
の
選
が
済
み
入
選
句
披
露
摺
り
物
と
共
に
草
稿
が
返
草
さ
れ
て
く
れ
ば
、

不
要
の
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
入
選
句
披
露
摺
り
物
は
投
句
者
の
手
許
で
綴

じ
合
わ
さ
れ
て
現
代
に
ま
で
伝
わ
る
例

は
多

い
が
、
ち
ら
し
が
そ
の
よ
う
な
扱
い

を
受
け
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
従

っ
て
、
か
よ
う
な
発
句
合

の
ち
ら
し
を
正
面
か

ら
取
り
上
げ
た
論
考
も
少
な
く
、
今
栄
蔵
氏

「
幕
末
江
戸
月
並
俳
譜
資
料
」

(『中

央
大
学
紀
要
」
第
三
+
九
号
)
・
服
部

徳
次
郎
氏

「
名
古
屋
近
郊
に
お
け
る
庶
民
の

俳
譜
活
動
ω
」
(『中
京
女
子
大
学
紀
要
』
第
十
二
号
)
の
二
点
を
数
え
る
に
留
ま
る
。

今
氏
は
御
架
蔵
の

『
投
句
募
集
ち
ら
し
張
込
帖
』

に
収
録
の
江
戸
宗
匠
に
よ
る
天

保
以
降
幕
末
ご
ろ
ま
で
の
発
句
合
ち
ら
し
二
百
余
点

の
う
ち
九
十
三
点
を
翻
刻
紹

介
し
、
ち
ら
し
か
ら
の
み
知
る
こ
と
が
で
き
る

「投
句
締
切
日
か
ら
返
草
ま
で
の

期
間
」

「締
切
か
ら
開
巻
ま
で
の
日
数
」

「投
句
の
届
所
」

「
入
花

(点
料
)
及

び
景
品
」
な
ど
に

つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
服
部
氏
は
名
古

屋
宗
匠
の
文
久
か
ら
明
治
に
至
る
発
句
合
ち
ら
し
五
十
七
点
を
取
り
上
げ
、
九
葉

の
写
真
を
示
す
と
共
に
、
今
氏
と
同
様

の
観
点
か
ら
名
古
屋
幕
末
の
発
句
合
の
実

態
究
明
に
努
め
て
お
ら
れ
る
。
次
に
侯
た
れ
る
の
は
、
当
然
、
上
方
の
発
句
合
ち

ら
し
の
出
現
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
筆
者
は
最
近
、
桜
井
武
次
郎
氏
の
御
好
意

に
よ
り
氏
が

一
括
入
手

さ
れ
た
京
都
宗
匠
に
よ
る
化
政
期
の
も
の
と
お
ぼ
し
き
発

句
合
ち
ら
し
と
そ
れ
に
関
連
す
る
入
選
句
披
露
摺
り
物
な
ど
四
十
数
点
を
拝
見
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
数
と
し
て
は
今

・
服
部
両
氏
が
紹
介
さ
れ
た
そ
れ
に
及
ぼ

ず
、
範
囲
を
京
都
に
限

っ
て
み
て
も
お
そ
ら
く
大
海
の

一
滴
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
か
よ
う
な
ち
ら
し
は
ま
と
ま

っ
て
出
現
す
る
こ
と
が
望
み
難
い

以
上
、
こ
れ
は
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。
よ

っ
て
、
桜
井
氏
の
御
許
し

を
得
て
こ
こ
に
翻
刻
紹
介
し
、
ち
ら
し

・
摺
り
物
の
性
格
を
巾
心
に
気
付
い
た
こ

と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
四
十
数
点
の
ち
ら
し
と
摺
り
物
等
は

月
並
発
句
合
関
係
の
も
の

奉
額
発
句
合
関
係
の
も
の

そ
の
他

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
管
見
に
入

っ
だ

一
点
も
加
え
、
通
し
番

号
を
付
し
て
標
題

・
選
者
を

一
覧
表
に
し
て
み
る
。
次
の
表
1

を
参
照
さ
れ
た

い
。
こ
の
う
ち
特
に
断
わ
ら
な
い
も
の
は
印
刷
さ
れ
た
発
句
合
ち
ら
し
、
標
題
に
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*
印
を
付
し
た
も
の
は
ち
ら
し
の
肉
筆
草
稿
、

〔

〕
は
入
選
句
披
露
摺
り
物
、

*

〔

〕
は
入
選
句
披
露
摺
り
物
の
肉
筆
草
稿
で
あ
る
。
な
お
、
30
は
奉
額
発
句

合

で
は
な
い
が
、
便
宜
上
そ
の
項
に
含
め
る
。

700● ● ●O

月
並
発
句
合

戌
年
佳
菊
庵
月
波
丁
摺
兼
題

蛙
屋
月
波
丁
摺
兼
題

辰
年
月
並
丁
摺
兼
題

月
並
丁
摺
兼
題

御
判
芭
蕉
館
驚
求
卿

譲
櫻

欝

奉
納
月
並
発
句
合

同

右

8

同

右

9

同

右

⑩

松
室
地
蔵
堂
奉
燈
月
浪

⑪

蛙
屋
月
波
辰
年
中

12

御
香
宮
奉
鐙
月
波

発
句

13

*

奉
納
御
香

宮

⑭

*

三
月
並

⑮

〔
四
月
並
〕

⑯

〔
五
月
並
〕

17

*

〔
二
月
並
〕

18

*

〔
三
月
並
〕

19

*

〔俳

仙
堂

・
柳
園
評
選
句
〕

奉

額
発
句
合

⑳

奉
額
勢
州
亀
山
熊
野
大
権
現

⑳

奉
額
因
幡
堂

・
左
龍
翁

追
福

⑳

*

〔
い
な
ば
堂
奉
額
左
龍
翁
追
善
〕

(驚
太
)

(驚
太
)

(太
受
)

(太
受
)

(鷺
求
)

(鷺
太
他
二
名
)

(驚
太
)

(
玉
鱗
他
一
名
)

(
玉
鱗
)

(
鷺
太
他

一
名
)

(
驚
太
他
一
名
)

(
柳
園
)

(柳
園

・
俳
仙
堂
)

(驚
太
)

(太
受
)

(太
受
)

(太
受
)

(太
受
)

(鷺
太
)

(松
骨
)

(松
骨
)

1表

363534333231000● ○ ● ● ● ○

奉
額
小
田
原
地
蔵
堂

奉
額
北
野
天
満
宮

〔北
野
天
満
宮
奉
額
〕

七
福
神
奉
納

菅
天
神

・
天
満
宮
奉
額
発
句
合

丹
州
能
勢
妙
見
宮
奉
額
四
季
発
句
合

蒲
生
若
宮
奉
額
四
季
発
句
合

清
書
開
発
句
合

奉
額
小
倉
社
発
句
合

錦
天
神
奉
額

奉
額
東
寺
弁
財
天

天
使
社
奉
額
発
句
合

奉
額
安
井
金
毘
羅
発
句
合

*
藤
の
森

・
鷲
峰
山
両
所
奉
書

そ
の
他

⑳

夏
興
大
す
り
も
の

⑳

花
さ
く
ら
並
四
月
の
句

⑲

花
大
摺
物

40
*

〔花
す
り
物
〕

41

双
紙
庵
春
興
大
す
り
も
の

42

椀
亭
春
会

(太
百
)

(太
受
)

(太
受
)

(太
受
)

(太
受
他
一
名
)

(太
受
)

(太
受
)

(松
骨
)

(
玉
鱗

・
岳
鳳
他
二
名
)

(
梅
価

・
杜
鷲

・
鶯
居
)

(其
裳
他
五
名
)

(羅
芙
)

(土
榊監
他
二
名
)

(
玉
鱗
)

(鷺
太
)

(
驚
太
)

(太
受
)

(
太
受
)

(
双
紙
庵
)

(蟻
州
他
+
名
)

表
1
の
う
ち
2
～
42
が
桜
井
氏
御
架
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
、

一
覧
し
て
明
ら
か

な
よ
う
に
鷺
太

(松
骨
)
と
そ
の
門
よ
り
出
た
と
推
測
さ
れ
る
太
受

関
係

の
も
の

が
多
数
を
占
め
る
。
ま
た
、
1
は
数
年
前
に
大
谷
大
学
の
沙
加
戸
弘
氏
が
調
査
に

て
北
陸

へ
赴
か
れ
た
際
、
某
寺
に
於
て
撮
影
さ
れ
筆
者
に
示
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

れ
も
た
ま
た
ま
鷺
太
の
も
の
で
あ
る
。
「驚
太
」
は

『本
朝
古
今
新
増
書
画
便
覧
』

(文
化
+
五
年
刊
文
久
二
年
春
増
補
)
に
よ
れ
ば

「
ラ
ン
タ
イ
」
と
読
み
、

『
平
安
人



18第14号奈 良 大 学 紀 要

物
誌
』

(女
政
+
三
年
版
)
に

「
中
村
鷺
太

号
松
骨
又
如
意
老
/
松
原
丹
波
屋
町
中
村
蛙
屋
」

と
紹
介
さ
れ
る
京
都
の
宗
匠
で
、
蛙
屋

・
松
骨

・
如
意
老
の
他
に
九
博
堂

・
佳
菊

庵

・
名
蕪
の
号
を
持

つ
。
俳
系

・
生
没
年
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
が
、

『俳

譜
あ
け
ぼ
の
集
』

(寛
政
+

一
年
写
)
に
よ
れ
ば
既
に
寛
政
年
間
よ
り
月
並
発
句
合

な
ど
の
点
業
を
営
な
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
『和
寄
葉
集
』
(文
化
八
年
沙
村
写
)

に
も
鷺
太
選
に
な
る
月
並

・
奉
額

・
追
善

・
角
力
な
ど
の
発
句
合
入
選
句
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
の
手
許
に
あ
る

『
わ
れ
も
草
』
(半
紙
本
三
冊
)
は
、

文
化
十
～
十
三
年

・
文
政

}
～
天
保
二
年
の
計
十
八
年
間
の
鷺
太
選
に
な
る
月
並

発
句
合
入
選
句
披
露
摺
り
物
を
合
綴
編
纂
し
刊
行
し
た
も
の
。
鷺
太
に
は
他
に
も

『発
句
平
安
集
初
篇
』

『
同
二
篇
』
(共
に
享
和
三
年
序
)
『同
三
篇
』
(文
化
三
年
序
)
『発

句
新
葉
集
』
(女
政
六
年
刊
)
『
発
句
山
海
集
』
(文
政
～
天
保
頃
刊
)
な
ど
の
類
題
発

句
集
の
編
著
が
残

っ
て
い
る
。
な
お
、
嘉
永
五
年
版

『
平
安
人
物
誌
』
に

「
中
村

鷺
岱
三
条
東
高
瀬
蛙
屋
」
と
紹
介
さ
れ
る
宗

匠
が
あ
る
。
こ
の
人
に
は
弘
化
元
年
前
後

二
年
分
の
月
並
発
句
合
入
選
句
披
露
摺
り
物
を
合
綴
編
纂
し
た

『
あ
ふ
み
ぶ
り
』

(嘉
永
二
年
刊
)

の
著
が
あ
り
、
同
書
に
よ
れ
ば
鴨
披
と
共
に
佳
菊
の
号
も
名
乗

っ

}
て
い
る
。
鷺
太
の
俳
系
を
継
い
だ
別
人

と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず

同

一
人
物
と
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
の
問
題
は
と
も
か
く
と
し
て
、
鷺
太
の
右
の

一
俳
業
か
ら
見
て
彼
が
寛
政
か
ら
天
保
に
か
け
て
京
都
俳
壇
の

一
角
を
占
め
て
い
た

「
こ
と
は
動
か
し
難
い
事
実
で
、
表
1
の
資
料
を
お
お
ま
か
に
化
政
期
の
も
の
と
見

「
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
表
1
に
あ
げ
た
各
点
は
そ
れ
ぞ
れ
に
資
料
的
価
値
を
持

つ
が
、
紙
数
の

関
係
も
あ

っ
て
そ
の
全
て
を
翻
刻
紹
介

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ

の
稿
で
は
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
残
る
驚
太
関
係
の
二
十
五
点
を
翻
刻
紹
介
し
、

そ
の
中
で
も
特
に
月
並
発
句
合
関
係
の
も
の
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
を
加
え
る
こ

と
に
す
る
。
表
1
の
通
し
番
号
に
○
を
付
し
た
も
の
が
翻
刻
対
象
の
資
料
で
あ
る
。

翻
刻
凡
例

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
極
力
原
点

の
悌
を
伝

え
る
べ
く
努

め
た
が
、
旧
字

・
異
体
字
な
ど

は
現
行

の
字
体

に
改
め
た
。

一
、
寸
法
は
単
位

糎
で

(縦

x
横
)

で
示

し
た
。
た
だ
し
、
原
点

に
匡
郭
の
あ
る
も

の
は

太
線
で
表
わ
し
そ
の
寸
法
を
、
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
細
線
で
示
し
料
紙

の
寸
法
を
記

し
た
。

一
、
虫
損
な
ど
に
よ
り
判
読
不
可
能
な
箇
所

は
口
で
示
し
た
。

①

(
寸
法
不
明
)

載

佳
菊
庵
月
波
丁
摺
兼
題

七
題
の
訥
辮
舗
詣躰

正

三
ケ
日

宝曳

蕗
の

墓

春
に
て七種梅水ぬるむヌルミ川初老
の

賀

一

二

下
の
夜彼

岸
は
つ
桜

葉蝶

雲
雀

～

狐
の
賛

三

草
の
餅出

代
蚕
茶
つ

塀
遊
ひ
野
か
けぬ

け
参

～

船

繊

四

F
目
す
た

曾
夏
盤.
初
蚊帳

箏

穫

夏
に
旅
を

葛

五

印
地
打

青
薄

螢

～

人
の
本
腹
を帷子鹿の子鳩の巣ウキ巣祈る句

六

祇
園
会

土
用干

な
て
し
こ

～あまごひ蝿川狩

痕
瘡
の

賀

七

は
つ
嵐

角力

蜻
蛉

秋
に
ていな妻散柳蠣孔
明
の
賛

八

十
六
夜

花
野

鹿
笛

＼
須
　
にけし蒔いわし曳雁遊
ふ
句

九

孟
祭秋

の
く
れ
お
と
し
水紅

葉

椎

栗
飯

～

響
け
る
句
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十

寒
ゑ
ひ
す

誕、

そ
さ
～
い

婁

炭

鰻

終

肇
類
を
送
る
句

霜

冬
至

か
ほ
ミ
せ

大
根
曳

＼里神楽冬椿鉢敲孝
子
を
感
る
句

極

狸
汁

岡見

春
待

～す～払宝舟掛乞国
恩
を
思
ふ
句

高
点
巻
其
五

内
鹿
景進

上
〇
十
五

印
以
上丁

摺
二仕送之○多少によらすしめ切候間日限迄に御出草可被下候猶開巻次第早監御返草可申候也正月分ハ当極月前月廿日限堅不延中頃迄二御出草可被下候

清
書堅

石発起蛙屋徒

②

(
一
四

・
二

×

二

一

・
四

)

蛙

屋

月

波

丁

摺

兼

題

御
堕β

二
句
二
分

正

月

之

部

丁す

り
の
義
は
出来次第追ζ指上候間たとひ前月の丁すり不参候とも御見合なく日限迄二後会の御詠草御出し可被下候しめ切後れ候ヘハ末にて混雑仕候二付月ζ無滞相務申度候事其季節二よくかなひ候新題なと

二

月

之

部

三

月

之

部

四

月

之

部

五

月

之

部

六

月

之

部

七

月

之

部

八

月

之

部

九

月

之

部

十

月

之

部

し 十 高
め 五 点 極 霜
切 月 印 巻
己 納 月 月
上 其

日 日 丁 五 之 之
開 限 摺 内
巻 多 粗 部 部
少 景
に 進
よ 上
ら

す

も
あ
ら
は
思
召
に

ま
か
せ
て
御
出
案

可
被
成
候
事

清発

佳 起 堅 書

菊 ㊥

徒 石

 

③

(
一
五

・
三

×

一
二

・
六
)

辰

月

並

丁

摺

兼

題

三
句ム.

翻

殖

年

+
連
七
分

一

挙

庵

太

受

判

1

丁
摺
之
義
は
彫
刻
出来次第差上可申候尤月ζ無遅滞相務申候間御見合せなく被仰合日限迄後会之御詠草御出し可被下候事開巻後早監御返草申度候間遠方より始而御出吟之御方ハ国郡村御通名委しく御認御登し可被下候清記咲之家発起社中

正

月

之

部

τ

月

之

部

二

月

之

部

「

八

月

之

部

三

月

之

部

九

月

之

部

四

月

之

部

「

十

月

之

部

一

五

月

之

部

十一

月

之

部

六

月

之

部

十
二
月

之

部

高点

巻
収
其
十
内
粗
景
進
上十五印已上丁摺二枚但連数

ニ
ョ
リ
増
之前月十五日限廿日開巻

皇
都
醒
井
通
五
条
上
町
東側文通通名山本太

受

㊥

一
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④

(
一
六

・
三

×

一
四

・
九
)

並

丁

摺

兼

挙

庵

太

受

前
月
十
五
口
限
廿

日
開
巻

⑤

(
一
四

・
九

×

一
四

二

二
)

口五一
連連分
七五五
分分厘

 

高
判
巻
其
十
内

景
物
進
上

○
ヌ
キ
句
上
座
十
五
点

以
上
六
十
句
余
丁
摺

二
枚
す
り
に
い
た
し

御
出
草
之
御
方
へ
早

ζ
進
上
申
上
候
間
被

仰
合
数
連
御
出
草
奉

希
候
以
上

毎
月
諸
寺
社
へ

奉
記 清 納仕

挙 候
庵 百堅 事

i
一一

六 五 四 三 二 正

月 月 月 月 月 月
御

之 之 之 之 之 之
判

部 部 1部 部 部 部
芭

蕉

} 館

鷺

一一一} 一}一 　一 　一 求

十 十 十 九 八 七 卿
二 0

月 月 月 月 月 月

之 之 之 之 之 之

部 部 部 部 部 部

l
I

五五
句
合
五
分

噂

高
判
御
巻
収
其
五
内
御
染
筆
之
品
進
。
御
抜
葦
十

六
印
以
上
丁
摺
に
仕
口
進
上
申
候

尤
月
毎
に
三
連
以
上
十
二
ヶ
月
出
草
之
風
士
へ
は

御
染
筆
之
品
進
之

詠
草
投
込
所

京
松
原
通
室
町
西
へ
入
か
ハ
つ
や

初
而
出
草
之
方
は
通
名
御
印
可
被
下
候

毎
月
五
日
〆
十
五
日
披
巻
仕
候

⑥

(
一
五

・
五

×

一
〇

・
八
)

御
催

芭
蕉
館
御
社

補
助
佳
菊
庵
社

同
諸
国
社

名
之
字
社

清
書
知
事堅
石

長
岡
天
満
宮

神
足
行
者
堂

奉
納
月
並
発
句
合

霞

年
酒

題

七
草薮
入

画
双
六

四
キ
折
下

カ
ラ

モ

ヱ

ハ
ウ

ヱ
リ
三
句
合
十
孔

五
連

・
リ
ハ
孔

蛙

屋

鷺

太

宗

匠

蟹

酬

両

雅

君

両
校

各
高
点
巻
納
其
五
内
景
物
呈
上

右
宗
匠
巻
取
之
御
方
ハ
後
月
之
楽
評
頼
上
候

尤
御
詠
草
半
紙
半
面
三
連
ツ
＼
御
認
可
被
下

候
事正
月
十
五
日
〆
切
廿
日
開
巻
堅
不
延

文
通
処

城
西
神
足
村
行
者
堂
明
寿
院

補助

フ
シ
ミ
柳
園
社

ヨ
ト
合

一
庵
社

舗 翻 齋 灘 礁 京
印 テ 寺

可 米 百0左 茶 樫 松 杜 李 九

鐵 花 木 来 翁 好 庵 甫 若 園 華

 

ホ
キ記 清

神

足

社

万

南

器

之
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⑩

(
一
六

二

二
×

一
〇

・
九

)

松
室
地
蔵

堂
奉
燈
月
浪

掲

監

叶
叢

孔

短
夜

は

つ
蛤

シ
キ
上
下
マ
ツ
タ

題

夏
断
藩

参

閑
居
鳥
禦

壷

ノ
U
乃
キ

蛙

屋

鷺

太

蕉

骨

宗

匠

校

高
判
巻
美
品
添
二
上
半
紙
一
束
三
四
五
手
ぬ
く
ひ
一
す
ち
ツ
＼
六
よ
り

十
迄
上
半
紙
三
折
つ
～
十
一
よ
り
十
五
迄
妙
品
進
上
諸
助

堅
石
御
徒

副
評

蛙

玄

大

人

知
事

名
字
御
徒

高
判
巻
収
其
五
内
雅
品
進
之

清
書

催
主

三
月
五
日
〆

十
日
披
巻

百
亭
拝

⑪

(
一
五

・
七

×

六

・
○

)

蛙
屋
月
波
辰
年
中

副
評

松

風

庵

其

巣

令

雨

右
高
点
巻
其
五
内
美
品
進
上

二
月
分
来
ル
十
二
日
決
着
〆
切
申
候

花
す
り
も
の
十
八
日
〆
切
申
候

御
出
し
ね
き
候

⑭

(
一
六

・
四

×

一
四

・
○

)

肉
筆

佳
菊
徒

(花
押
)

百

亭

け
ん
石

三
月
並
互
評
三
句
合
五
連
持

題

行
春
蝶
花
捨
熾
鉢

蛙

屋

鶯

太

宗

匠

校

ハ
ト
ニ
組
持

壱
匁

句
料
其
席

へ
御
持
参

之
事

シ
キ
上
下
折
シ
ホ
ヒ

高
点
巻
納
宗
匠
句
入
扇
子
添

点
二
へ
上
半
切

百
枚

三
四
五
へ
五
十
枚
ツ
＼

互
評
景
物
半
紙
五
折
出
し
候

三
月
廿
口
〆
切
堅
不
延

同
廿
五
日
於
長
岡
開
巻

交
通
処

当
村
明
寿
院

楽
評

二
月
並
巻
取
之
方

十
内
極
美
景
呈
上

発
起

清
書

神

足

社

百

亭

⑮

(
一
二

・
九

×
七

・
五

)

陰

刻

四

月

並

惣
計
千

三
百
余

一

挙

庵

遣

過

す

銭

ハ

も

と

す

や

夏

花

売

豊
里

閑

古

鳥

落

し

た

処

に

か

ね

か

有

旭
松

コ
ト

コ
ト

旭

松

豊

里

一

骨

鷲

甲

才

丸

南
山

コ
ト

ヨ
ト

虎

州

秋

園

芦

丸

魚

好

雨

岡

当
月
多
連

二
付
三
枚
す
り

〇
五
月
分
十
日
〆
早

ζ
御
出

し
可
被
下
候

⑯

(
一
三

・
○
×
七

・
七
)

陰
刻

五

月

並

惣
計
千
四
百
余

一

挙

庵

い

ま

く

の

影

や

菖

蒲

を

膳

の

上

鷲
甲

鉢

植

の

瓜

や

一

つ

を

見

せ

に

来

る

亀
年

コ
ト

コ
ト

鷲

甲

松

林

見

来

雨

岡

鷲

甲

神
タ
ニ

コ
ト

器

之

旭

松

秋

亭

雨

岡

寄

下

当
月
多
連

二
付
三
枚
す
り

〇
六
月
分
十
五
日
〆
早

ζ
御
出

し
可
被
下
候



22第14号

 

要紀学大良太
刀『、

⑳

(
一
六

・
六

×

二

二

・
九
)

ーー

ll

ー

ー

ー「

ー

-

ー

ーI
I-

i
lI
-

-ー

i奉額麟

酬

熊

野

大

権

現

一

ー

梅

参宮

何
に
て
も

シ
キ
折
上
下

題

稀
夜

擁

島

雪

煤
何
に
て
も

蛙

屋

鷺

太

詞

宗

撰

}

高

点

巻

納

御

酒

二

斤

添

ふ点二真岡木綿一反其三ヨリ

∴

諜
瀞上

錬
騙
鵜
麸

宛

十

へ

白

木

綿
一

反

十
一

ヨ
リ廿まて更砂大ζ風呂敷

τ
ツ

吾一

よ
り
三
+
迄
上

手
ぬ
く

ひ
一

す
ち

宛
進
上

…

右
景
物
心
願二

付施主何
か
し一二月にて〆切十二日決着開巻

}…一㎜一

二

句
合
十
二

孔十連ヨリ十孔廿連・リ八孔三十連以上巻納

一一

之
御
方
無
料補助

一名之字徒旭庵徒百亭徒㎜

后

佳
菊

徒
一発起何某一清記堅石

一ー
`

⑳

(
一
四

・
七

×

一
九

・
四
)

奉

額

因

幡

堂

二
絢
齢
胚
皿
巻
取無

料

左

龍
翁追

福

シ
キ
折
上
下ユ

ク

ト梅開帳何にても

夏
の

月

冷
し
瓜

シ

ノ

タ題虫秋山由遊マタナ雪煤何にても

蛙

屋

松

骨

翁

撰

高

判

巻

付

桑

燭

台

其
二

丸

行

燈

三

四

角

利

休

行

燈

五

琴

柱

燭

台

十
一

よ

り

十

五

ま

て

桑

小

燭

台

十

六

よ

り

廿

迄

角

重

の

井

手

燭

進

上

補
助

+
一

月
+
日
切
廿
日
披

名

蕪

徒

忌
日
迄
二

奉
額
候
問
日
限
二

清

書

堅

石御出草可被下事発起双鳩

㊧

(
一
六

・
七

×
二

七

・
四
)

肉
筆

訴

蹴
1口

棒 切 僧 札

_一 い0口

手か賠

覚男理

て 業 て あ

深 な 梅 づ

に かし り

入 る

甑1
山 瓜 な 瓜

才
丸
寛
平
ノ
寿

コ
東
鷲
甲
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大

名

か

乗

物

好

む

師

走

か

な

秋
亭

是

非

国

へ

去

ぬ

迎

呉

つ

鉢

の

梅

寿
楽

軸

座

三
十
四
半
＼

山

水
双

鳩

梅

骨

花

一

コ
東
雲

路

寿

楽

ノ

寿

同

梅

骨

一

紙

才

丸

梅

骨

双

鳩

五

章

山

水

寛

平

才

丸

堅

石

一

水

三
+
麦

風

右

⑳

(
一
五

・
八

×

一

一

・
○

)

額

田

原

地

蔵

堂

二
句
合

八
孔

十
連
よ
り
六
孔

つ
＼

三
十
連
よ
り

巻
取
無
料

春

風

水
遊
洲
入

シ
キ
由

題

有

+
夜
何
に
ξ

シ
キ
彰

上
下

后

佳

菊

庵

太

百

司

宗

選

高
印
巻
納
手
ぬ
ぐ
ひ
添

其
二
炭
一
俵
三
四
五
御
酒

一
斤
ツ
＼

六
よ
り
十
迄
手
ぬ
く
ひ
一
す
ち
ツ
㌧

二
十
内
美
品
進
之

十
一
月
廿
五
日
い
さ
＼
か
に
て
も
〆
切

堅

石

十
二
月
朔
日
相
開
申
候

清
記

百

亭

額
出
来
有
之
候

発
起

田

⑳

(
一
五

・
四

×

一
六

・
九

)

(
一
五

・
四

×
三

・
五
)

樹

奉

額

北

野

天

満

宮

ヱ
リ
ニ
句
合
十
穴

十
連
よ
り
八

㌧
ツ
＼

肝
連
よ
り
六

㌧
ッ
＼

五
十
連
よ
り
五

＼
ツ

＼

題

一
ッ
着
-

衿

舞
燈
籠
柿

青
あ
ら
し
昼
寝

驚
鶉
師
走

シ
キ

机

〃
折
上
下ス

イ

キ

ミ

コ

シ

寿

山

師

更

一

挙

庵

太

受

宗

匠

撰

高
点
巻
納
其
三
十
内
美
景

進
上

但
三
十
連
以
上
巻
取
無
料

正
月
十
五
日
限
廿
日
開
不
延

名
之
字
徒

籍 馨 助 補

紅 百 堅 雨 無 花 魚 九

石 亭 石 岡 笑 一 好 華

 

巻
付
白
木
綿

一
反

二

へ
同

一
反

三
四
五
炭

一
俵

ツ
㌧
六
七
八
九

へ
御
酒

一

斤

ツ
㌧
十

へ
銅
大

お
き
か
き

一
十

一
よ
り

十
九
迄
染
手
ぬ
く
ひ

一
ツ
＼
廿

へ
銅
大
お
き
か
き

一
廿

一
よ
り
廿
九
迄
上

ζ
半
切
五
十
葉

ツ
＼
量

へ
染
手

拭

一
す
し
進
上

心
願

二
付

景
物
施
主
某
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⑳

(
一
四

・
三

×

一
九

・
八
)

陰

刻

北

野

天

満

宮

奉

額

惣
計
三
千
余
章

一
挙

庵

太

受

宗

匠

撰

一

初

夢

や

机

の

人

に

占

ひ

に

来

る

桐

の

木

に

物

言

ハ
せ

た
る
師
走
哉

欄

干

に

油

か

付

や

青

あ

ら

し

見

せ
る
気

に
な
る
と
き
れ
る
や
柿

の
皮

可

愛

か

る

子

か

来

て

起
す
午
睡
哉

舞

過

る

燈

篭

に

踏

や

人

の

あ

し

裡

に

も

か

け

て

見

せ

け
り
柿

の
皮

我

声

を

質

に

入

た

る

師

走

か

な

八

ッ

橋

や

梅

の

明

り

の

上

に

有

投

入

に

見

と

れ

て

ゐ

る
や
昼
寝
起

う

せ

物

を

有

に

し

て

置

師

走

哉

尾

ヤ 十
ハ 大七
タ ツ半

雨 湖 寛0錦 堅 拍 継 ・

東 亭 平 瓢 之 石 亭 子

南
由

紅 錦 左 青 寛 継 豊 一

石 之 文 漢 平 子 里 骨

宇
治
龍青秋

南
山
虎丸

丹
柿秋一

;南 大
ミ 山 ツ 丹

傘 秋 豊0寛 左 継 紅 秋 柿 雨

堂 亭 里 骨 平 文 子 石 亭 澱 東

骨 亭 流 也 州 亭 漢 丸

発 右 景
起 三 三 紅 五 紅 遊 五 鷲
+歯 良
紅 内 ・石 章 石 丸 章 甲

石

⑳

(
一
七

・
三

×

一
二

二

二
)

七

福

神

奉

納

楽

評

汗

題

口
傘
瓜

一

挙

庵

太

高
点
巻
御
酒

一
斤

其
十
五
内
美
景
呈
之

昼
顔
影
画
蝿

受

宗

匠

撰

二
白
木
綿
一
反

三
四
五
へ
御
酒

一
斤
ツ
＼

但

二
句
合
五
連
持
百
孔

二
組
百
五
十

＼

三
組

二

百

＼

シ
キ
折
上
下
シ

チ

フ

ク

シ

ム

二
組
よ
り
立
巻
取
無
料

○
各
十
句
抜
半
紙
十
折
御
出
し
候

二
組
十
八
折

三
組
廿
五
折

六
月
十
日
〆

十
五
日
披
巻
之

補
助

催
清

イ
ツ
ミ
社

高

松

社

咲

之

家

⑳

(
一
五

・
四

×

一
四

.
四
)

菅
大
臣

天
満
宮

題

庵 看辮 工奉

太 雨 型 梅 額rfri

発

詞 節 休 鹿 夜 旬

宗m_T._,_.t 一 合

十工
連 リ
よ二
り句
一一ム
!＼ ロ

ツ 八

㌧穴

 

高
判
巻
染
手
拭
添

六
よ
り
十
迄
染
手
拭

一
ツ
㌧

・節
言

蛙

庵

田

川

師

高
判
巻
其
十
内
美
景
進
之

三
月
廿
五
日
限
晋
日
開
巻
不
延

○
但
シ
三
十
連
以
上
立
評
巻
取
無
料

冷

し
物
何
二
而
も

分
何
二
而
も

挙

庵

太

受

撰

二
炭
俵

一
俵

三
四
五
御
酒

一
斤

ツ
＼

其

二
十
内
美
景
進
之

発
起

名

ノ
字
徒

小
田
原

＼

つ
ミ

～
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⑳

(
一
八

・
四

×

一
〇

二

二
)

藍

色
摺

歎

妙

見
宮
奉
額

四
季

発
句
合

御
免
判
者

皇
都

一
挙

庵

太

受

宗

匠

撰

秀

一
巻
軸
十
内
美
景
進
上

す
ゑ
た
に

さ
く

入
式
廿
句
三
分

丹
州
稲

川
社
中

六
月
五
日
〆
十
五
日
開
巻

ホ
ッ
キ
承
之

⑳

(
一
五

・
六

x

一
四

・
六

)

茶

色
摺

蒲

生

若

宮

奉

額

四

季

発

句

合

平

安

一
挙

庵

太

受

詞

宗

選

秀

一
巻
収
軸
宗
匠
句
持
用
扇
子
其
十
内
景
物
進
上

入
式
十
句
五
分

別

呈

秀

一
軸
五
内
小
倉
帯
十
内
染
手
拭
廿
内
盃
珊
内
持
用
宗
匠

句
扇
子
す
ゑ
た
に
さ
く

五
月
十
日
決
定
〆
切

六
月
朔
日
披
巻

御
出
吟
多
少
に
よ
ら
す

湖
東

八
日
市
八
幡
屋
左
兵
衛
方
へ

瓢
水

御
出
し
可
被
下
候

願
主

補
助

鷲
甲

呉
監
も
早
ζ
御
持
置
可
被
下
候

⑳

(
一
六

・
五

×

二
三

・
○
)

清

書

開

発

句

合

二
句
合

十
六
孔十連汐十二孔珊連汐八孔

鴛

寒
の

雨

シ
キ

コ

タ

ヒ上下火焚何にても水はなセイキ

題

壁
あ
ふ

り

す

ら

ー

ハ

シ

メ

重
着

鰻

厄
お

と
し厚着梅さくり極
何
に
て
も

(破

損
)

骨

翁

校Iiー

1

ー
ー

ー

ー

iー

但
シ

ロ
連
以
上立評巻納
無
料ー-

古
僻
君

薦

蕩

藷其

才

丸

～

其
卜
内
手
ぬ
く
ひ

器

之

＼

同

し

九

亭
～

其
十
内
美
品

九

葉

蕊

晶
嘆
箱

五

章

～

同

し

春

午

＼

其
十
内
手
ぬ
く
ひ

寄

石

㌧

同

し

竹

堤

＼

同

しー

寿
楽
～

轟

謹
栖

難
品

左

馬

＼

同

し

壬
生
＼

霜

職蔽

囁

立
評
高
判
巻
酒
添
二

白
木
綿
三
四
五
酒
六

よ
り
十迄手ぬくひ十一汐十九迄茶台廿へ酒一斤十一月廿三日〆廿八日決着開巻

補

鵬
㎡
難

蛙

や
御
徒

助
立

罐臨

社
中

1
室
町
松
原
下
ル

東
川

催
清
書

春亭

更

百
亭
ーー
1
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要紀
7、、夕

1

 

大良奈

⑳

(
一
五

・
九

×
七

・
九

)

夏

興

大

す

り

も

の

題

夏
に
て

植
物

蛙

や

鶯

太

選

三
句
合
の
内

一
句
ぬ
き
取
す
り
物
に
加
入
候

立
高
印
巻
其
五
内
鹿
景
進
之

入
式
御
恵
ミ
被
下
候
は
ご
蛙
や
へ
御
出
し
願
入
候

三
句
合

二
匁

三
月
十

日
〆
切

ヤ
五
日
開
巻

補
助惣
御
社
中

清
豊
日催
主
百

亭

⑳

(
一
三

・
九

×
八

・
○
)

花

さ
く
ら

井

四

月

の

句

右
御
随
意

一二
二
句
合

の
内
よ
り

一
句
宛
抜
取
す
り
物
進
上

巻

ハ
高
判
納

入
式

一
組

壱
匁

五
分

に
て
被
仰
合
多
連
御
出
草
可
被
下
候

旦
す
り
物

早

ζ
指
上
度
存
候

二
付
日
限
之

通
〆
切
申
候
事

㊥

撰
者

蛙

屋

⑳

(
一
四

・
八
×
八

・
二
)

薄
海
老
茶
角
摺

花

大

摺

物

一
組

わ
た
し

一
匁

二
分

一
組
之
外
入
料

一
連

題

,拝
の
植
物
何
に
て
も

四
分

ツ
㌧

右
御
随
意

二
一二
句
合

の
内
よ
り

一
句
宛
撰
出

し
す
り
物
進

上

但
高
判
巻
収
其
十
内
景
品
呈
之

三
月
十
日
限
被
仰
合

清
記

堅

石

御
出
草
奉
希
候

撰
者

一

挙

庵

太

受

で
は
、
月
並
発
句
合
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
気
付
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
こ
う
。

1
～
5
は
通
年
兼
題
の
ち
ら
し
。

1
は
毎
月

「
七
題
の
内
」

か
ら

「御
随
意

に
」
三
題
を
選
び
、
三
句
を

一
連
と
し
て
投
句
す
る
興
行
形
態
の
発
句
合
ち
ら
し

で
あ
る
。
標
題
及
び
断
わ
り
書
き
に
言
う

「丁
摺
」
と
は
、
4
の
断
わ
り
書
き
に

「
ヌ
キ
句
上
座
十
五
点
以
上
六
十
句
余
、
丁
摺
二
枚
ず
り
に
致
し
、
御
出
草
之
御

方

へ
早
ζ
進
上
申
上
候
」
と
あ
る
の
で
明
ら
か
な
如
く
、
い
わ
ゆ
る
入
選
句
披
露

摺
り
物
の
こ
と
で
あ
る
。
12
の
ち
ら
し
で
は

「摺
も
の
」
と
い
う
表
現
を
し
て
お

り
、

「
丁
摺
」
と
い
う
呼
称
が
当
時

一
般
的
な
も
の
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
検
討
の

余
地
は
あ
ろ
う
が
、
前
述

『
和
寄
葉
集
』
の
筆
者
沙
村
が
文
化
七
年
の
も
の
と
お

ぼ
し
き
馬
田
江
鵜
城
ら
大
坂
宗
匠
の
入
選
句
披
露
摺
り
物
を
や
は
り

「
丁
摺
」
と

称
し
て
い
る
例
も
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、

『
わ
れ
も
草
』
に
こ
の
ち
ら
し
に
対
応

す
る
丁
摺
が
各
月
二
丁
分
通
年
で
計
四
十
八
丁
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
標
題
角
書

に
言
う

「
戌
年
」
は
文
化
十

一
甲
戌
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

3

・
4
も
通
年
兼
題
の
ち
ら
し
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も

「兼
題
」
と
称
し
な
が

ら
季
題
の
欄
を
空
白
に
し
て
い
る
の
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
ら
は

摺
り
見
本
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
あ
と
更
に
題
を
摺
り
込
む
予
定

で
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
は
空
白
部
が
余
り
に
も
狭
す
ぎ
る
。
た

と
え
ば
ー
は

「
七
題
の
内
御
随
意
に
三
句
合
」
と
断
わ
っ
て
い
た
が
、
3

・
4
の

各
標
題
下
に
も

「
三
句
合
」
と
あ
り
、
1
を
範
と
す
る
な
ら
ば
3

・
4
の
場
合
も

三
題
以
上
の
出
題
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
三
題
以
上
を
空
白
部
に
摺

り
込
む
の
は
や
や
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
3

・
4
の
ち
ら
し
で
は
季
題
の
入

る
べ
き
欄
を
空
白
と
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ
へ
題
を
摺
り
込
む

(あ
る
い
は
書
き

込
む
)
つ
も
り
は
最
初
か
ら
な
い
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
題
は

ま
た
別
の
ち
ら
し
で
知
ら
せ
た
か
と
言
う
と
、
か
よ
う
な
ち
ら
し
を
印
刷
し
て
い

る
以
上
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
う
い
っ
た
煩
鎖
な
手
続
き
を
と

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

で
は
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
。
3

・
4
の
判
者
で
あ
る
太
受
は
ち
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ら
し
の
形
式
及
び
そ
の
号
な
ど
か
ら
鷺

太
門
と
考
え
ら
れ
る
が
、

『
わ
れ
も
草
』

に
よ
れ
ば
鷺
太
の
選
に
な
る
月
並
発
句
合
は
文
政

二
年
以
降
特
に
題
を
指
定

せ
ず
、

当
季
自
由
題
に
て
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
他
に
も
、
文
政
九
～
十

一
年
若
雅
評

・

文
政
末
年
頃
梅
価
評
月
並
発
句
合
な
ど
に
同
様
の
例
は
見
ら
れ
る
。
3

・
4
の
ち

ら
し
に
予
告
す
る
太
受
判
発
句
合
も
当

季
自
由
題
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
1
の
場
合
、
毎
月
の
兼
題
七
の
う
ち
か
ら
三
題
を
自
由
に
選
ば
せ
る
形
式
の

も
の
で
あ

っ
た
。
さ
れ
ば

こ
そ

「御
随
意
に
」
と
断
わ

っ
た
わ
け
で
、
3

・
4
に

そ
の
よ
う
な
表
現
が
省
か
れ
単
に

「
三
句
合
」
と
す
る
の
も
自
由
題
で
あ

っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
標
題
申
に
見
ら
れ
る

「
兼
題
」
は
形
式
的
に
残

っ
た
表
現
に
過
ぎ

な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
5
も
自
由

題
に
よ
る
発
句
合
ち
ら
し
と
考
え
て
よ
か

ろ
う
。
こ
こ
に
は
既
に

「兼
題
」
と
い
う
表
現
は
見
当
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ

の
発
句
合
の
判
者
を
勤
め
る
鷺
求
卿
と
は

『
わ
れ
も
草
』

『
あ
ふ
み
ぶ
り
』
に
よ

れ
ば
、
東
園
侍
従
左
近
権
中
将
藤
原
基
貞
の
こ
と
で
あ
る
。

2
も
3

・
4

・
5
に
酷
似
し
た
ち
ら
し
で
あ
る
が
、
季
題
の
欄
が
幾
分
か
広
い

こ
と
、
そ
れ
に
締
切
月
日

・
開
巻
日
が
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
点
が
異
な
る
。
標
題

下

に

「御
随
意
三
句
」
と
断
わ

っ
て
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
れ
は
や
は
り
各

月
三
題
以
上
の
兼
題
が
あ

っ
た
と
見
る

べ
き
で
、
締
切
月
日
な
ど
と
共
に
書
き
込

む
か
摺
り
込
む
か
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、

ち
ら
し
下
部
の

「
其
季

節
二
よ
く
か
な
ひ
候
新
題
な
ど
も
あ
ら
ば
、
思
召
に
ま
か
せ
て
御
出
案
可
被
成
候
」

と
い
う
断
わ
り
書
き
は
、
指
定
さ
れ
た
兼
題
の
枠
を
離
れ
て
当
季
自
由
題

へ
と
移

行
し
て
行
く
過
程
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

6
は
月
毎

に
題
を
知
ら
せ
る
形
式
の
ち
ら
し
。
題
の
欄

「霞

・
年
酒

・
七
草

・

薮
入

・
画
双
六

・
ヱ
ハ
ウ
」
、
選
者
の
欄

「
鯉
村

・
豊
喬
両
雅
君
」、
締
切
の
月
数

「
正
」
は
い
ず
れ
も
墨
で
書
き
込
ん
で
あ
る
。
選
者
の
欄
に
書
き
込
ま
れ
た
両
名

は
後
の
断
わ
り
書
き
に

「
宗
匠
巻
取
之
御
方

ハ
後
月
之
楽
評
頼
上
候
」
と
あ
る
よ

う
に
、
前
月
に
高
点
を
得
て
宗
匠
の
点
帖
を
与
え
ら
れ
た
作
者
で
、
こ
の
月
の
副

評
に
迎
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
題
以
下
を
空
白
に
し
た
ち
ら
し
を
大
量
に
印
刷

し
て
お
き
、
毎
月
書
き
込
ん
で
配
布
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
7

・
8

・
9
も
同

一

の
ち
ら
し
に
題
以
下
を
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
8

・
9
は
宗
匠
が
柳
園
玉

鱗
に
替
わ
り
、
ま
た
7

・
9
は
副
評
の
欄
が
空
白
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

10
も
同
じ
く
毎
月
配
布
の
ち
ら
し
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
題

・
副
評
の
部
分
を
後

か
ら
摺
り
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
前

の
も
の
と
異
な
る
。
11
は

「花
す
り
も
の
」

及
び
月
並
二
月
分
の
投
句
を
促
す
督
促
状
と
二
月
の
副
評
決
定
通
知
を
兼
ね
た
ち

ら
し
と
考
え
て
お
き
た
い
。

15

・
16
は
陰
刻
の
摺
り
物
。
表
1
に
掲
げ
る
に
際
し
て
は
便
宜
的
に
入
選
句
披

露
摺
り
物
と
し
て
分
類
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
は
言
う
と
こ
ろ
の
丁
摺
で
は
な
い
。

3

・
4
の
ち
ら
し
を
参
考
と
す
る
な
ら
ば
、
太
受
判
月
並
発
句
合
に
於
て
は

「
ヌ

キ
句
上
座
十
五
点
以
上
六
十
句
余
、
丁
摺
二
枚
ず
り
に
い
た
し
、
御
出
草
之
御
方

へ
早
≧
進
上
申
上
候
」

(4
)

と
い
う
よ
う
に
、
入
選
句
六
十
余
を
二
枚
の
丁
摺

と
し
て
配
布
す
る
の
が
例
と
な

っ
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た

「十
五
印
已
上
丁
摺
二

枚
但
連
数
言

リ
増
之
」
(3
)

と
あ
る
如
く
、
寄
句
が
多
け
れ
ば
丁
摺
の
枚
数
を
増
や

す
こ
と
も
あ

っ
た
。
15

・
16
が
3

・
4
の
ち
ら
し
に
対
応
す
る
か
ど
う
か
は
は

っ

き
り
し
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も

「
惣
計
千
三
百
余
」
(15
)
「惣
計
千
四
百
余
」

(16
)
の
寄
句
に
対
し
、
入
選
句
各
二
章
と
い
う
の
は
余
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
。

15

・
16
の
断
わ
り
書
き
に

「
当
月
多
連
二
付
三
枚
ず
り
」
と
あ
る
の
が
丁
摺
と
見

る
べ
く
、
そ
れ
は
ま
た
別
に
摺
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
で
は
、

15

・
16
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
摺
り
物
か
。
思
う
に
、
こ
れ
は
入
選
句
披
露
の
速

報
で
あ
ろ
う
。
掲
げ
ら
れ
た
二
章
は
巻
頭

・
巻
軸
の
句
、
次
に
あ
げ
る
十
名
は
ち

ら
し
に

コ
局
点
巻
収
其
十
内
粗
景
進
上
」

(3
)

コ
局
判
巻
其
十
内
景
物
進
上
」

(4
)
と
あ
る
よ
う
に
、
三
句
合
に
て
高
点
を
得
た
作
者
達
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
2
の
ち
ら
し
に

「丁
ず
り
の
義
は
出
来
次
第
追

≧
指
上
候
間
、
た
と
ひ
前
月
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の
丁
ず
り
不
参
候
と
も
、
御
見
合
な
く
日
限
迄
二
後
会
の
御
詠
草
御
出
し
可
被
下

候
」
と
、
ま
た
3
の
ち
ら
し
に

「
～
摺

の
義
は
彫
刻
出
来
次
第
差
上
申
可
候
。
尤

月

ζ
無
遅
滞
相
努
申
候
間
、
御
見
合
せ
な
く
被
仰
合
、
日
限
迄
二
後
会
之
御
詠
草

御
出
し
可
被
下
候
」
と
言
う
の
も
、

「
前
月
の
～
ず
り
」
が
届
か
な
い
た
め
に
投

句
を

「
見
合
せ
」
て
締
切
に
遅
れ
る
と

い
う
こ
と
が
よ
く
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ

て
い
る
。
宗
匠
と
し
て
は
締
切
に
遅
れ
た
投
句
が
あ
っ
て
も
興
行
上
そ
れ
を
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
既
に
選
を
進
め
つ
つ
あ
る
段
階
で
遅
れ

て
来
た
投
句
を
加
え
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

一
ヶ
月
単
位
で
回
転

す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
月
並
発
句
合
は

「末
に
て
混
雑
」
(2
)
し

「月

ζ
無
遅

滞
相
努
」

(3
)

め
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
15

・
16
の
よ
う
な

速
報
が
生
ま
れ
て
く
る
背
景
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『わ
れ
も
草
』
収
録
の
天
保

元
年

・
二
年
の
～
摺
の
中
に
は

「
正
月

の
部
付
+
二
月
遅
来
」

「
二
月
付
正
月
」
な
ど
と

し
て
、
当
月
分
入
選
句
の
中
に
前
月
遅
来
の
分
を
混
え
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
見

受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
宗
匠

に
と
っ
て
も
投
句
者
に
と

っ
て
も
不
本
意

な
形
態
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
選
が
済

み
次
第
と
り
あ
え
ず
巻
頭

・
巻
軸
の
句
と

「
粗
景
」

「
景
品
」
が
与
え
ら
れ
る
上
座
の
十
名
、
そ
れ
に
次
会
の
締
切
日
を
簡

便
な
陰
刻
の
速
報
で
通
知
し
て
お
き
、
入
選
句
す
べ
て
を
掲
載
す
る
丁
摺
は

「
彫

刻
出
来
次
第
」

「
早

ζ
」
に
届
け
る
。

こ
う
し
て
お
け
ば
締
切
に
遅
れ
る
こ
と
も

少
な
く
な
る
わ
け
で
、
速
報
の
発
行
は
月
並
発
句
合
を
滞
り
な
く
興
行
す
る
た
め

の
極
め
て
有
効
な
手
だ
て
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
15

・
16
と
同
様
の

形
式
を
持

つ
肉
筆
の
17

・
18

・
19
は
速
報
の
原
稿
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
月
並
発
句

合
で
は
な
い
が
、
24
の
ち
ら
し
に
対
応
す
る
25
の
陰
刻
摺
り
物
も
そ
の
形
式

・
内

容
か
ら
見
て
速
報
、
22

・
40
は
や
は
り
速
報
の
草
稿
と
思
わ
れ
る
。

一

で

は
、

後

に
な

っ
た
が

、

表

1

の

う

ち
桜

井

氏

が

一
括

入
手

さ

れ

た

2

～

42

の

一
資

料

四
十

一
点

の
由

来

と
年

代

に

つ

い
て
考

え

て

み

よ

う
。

こ

の
四

十

一
点

の
資

料

の

う

ち
、

15

～

19

・
22

・
25

・
40

の

八
点

を
除

く

三
十

三

点

は

発

句

合

の

ち

ら

し

で

あ

る
。

そ

の
ち

ら

し

を

通
覧

し

て

み

る

と
、

「
清

書

」

「
清

記

」

「
知

事

」

な
ど

表

現

は
様

々

で
あ

る

が

、
特

定

の
清

書

所

が

関

わ

る
も

の
が

多

い

の

に
気

が

つ
く
。

そ

の
清

書

所

と

は

堅

石

と

百
亭

で

あ

る
。

清

書

堅

石

の
名

は
出

所

を
異

に
す

る
ー

に
も

出

て

お
り

、

鷺

太

一
門

と
浅

か

ら

ぬ
関

係

が

あ

っ
た

こ
と

が

知

ら

れ

る
が

、

2

以

下

の
ち

ら

し

で
は

2

・
5

・
39

・
42

に
単

独

で

そ

の
名

が

見

え

る
。

ま

た

、
百

亭

の
方

は

30

の
自

ら

の
清

書

所

開

設

記

念

発

句

合

ち

ら

し

の
他

、

14

・
32

・
37

に

や
は

り

単

独

で
名

を
出

す
。

堅

石

・
百

亭

両

者

が

並

ん

で
出

る

ち

ら

し

は

4

・
10

・
11

・
20

・
21

・
23

・
24

・
27

・
34

・
35

の
十

点

が

あ

る
。

つ
ま

り

、

三
十

三
点

の
発

句

合

ち

ら

し

の
う

ち
清

書

所

と

し

て
堅

石

も

し

く

は
百

亭

の
名

が

見

え

る
も

の
が

十

八
点

に

及

ぶ
。

そ

こ
か

ら
推

測

で
き

る

の

は

、

桜

井

氏

が

一
括

し

て
入

手

さ

れ

だ
2

～

42

は
堅

石
も

し

く

は
百

亭

い
ず

れ
か

の
清

書

所

に

あ

っ
だ
も

の

で

は

な

い
か

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

そ

の
中

に
13

・
14

・
36

の

よ

う

な
発

句

合

ち

ら

し

の
肉

筆

草

稿

、

ま

た
17

・
18

・
19

・
22

・
40

と

い

っ
た
速

報

の

や

は
り

肉

筆

草

稿

が

混

じ

っ
て

い
る

の
も

、

こ
れ

ら

が
清

書

所

か

ら

出

た
も

の

と
見

れ
ば

納

得

が
行

く

の

で
あ

る
。

で
は

、

そ

の
清

書

所

は
堅

石

か
百

亭

か
と

い

う

こ

と

に

な

る

が

、

そ

の
判

断

は
困

難

で
、

い
ず

れ

か

と

い
う
所

に
落

ち
着

け

て

お

き

た

い

。

最

後

に

、

2

～

42

の
年

代

で

あ

る
。

1

に

つ
い

て
は
前

述

の
如

く
文

化

十

一
年

の

ち
ら

し

で

あ

る

こ

と

が

は

っ
き
り

し

て

い

る
が

、

こ
れ

は

2

～

42

の
年

代

を
考

え

る
決

め
手

と

は

な

ら

な

い
。

そ

こ

で
、

2

～

42

の
中

か

ら
直

接

得

ら

れ

る
手

が

か
り

を
捜

し

て

み

る

と

、

3

の
標

題
角

書

き

に

「
辰

年

」
、

11

の
標

題

に

「
蛙

屋

月

波

辰

年

中

」
、

23

の
折

句

題

に

「
ウ

ノ

シ

・
モ

ツ
キ

(
卯

の
霜
月

)
」
、

31

に

「
卯

十
月

十

五

日
寄

セ
切

」
、

35

に

「
卯

霜

月

十

一
日

〆
切

」

と

あ

っ
て

、
卯

・
辰

年

前

後

の

も

の

が
集

中

し

て

い
る

こ
と

は
予

想

さ

れ

る
。

ま

た

、

33

に
出

る
選

者

の
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}
梅
価
が
天
保
十
四
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
天
保
末
年
よ
り
は
下

…
ら
な
い
と
い
う
お
お
ま
か
な
見
通
し
も
立
て
ら
れ
る
が
・
2
～
馨

ら
直
接
得
ら

一
れ
る
手
が
か
り
は
こ
れ
く
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
驚
太
の
著
書
な
ど
を
参
考
に

㎜
し
て
年
代
を
も
う
少
し
限
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
22

・
15
～
18

・
25

・
40

一
と
い
っ
た
鷺
太
及
び
太
受
選
に
な
る
発
句
合
の
速
報
と
草
稿
に
出
る
作
者
の
中
に

…
は
・

『
わ
れ
も
草
』
に
収
録
す
る
鷺
太
選
月
並
発
句
合
の
丁
摺
に
も
そ
の
名
が
見

∵

る
人
物
が
二
+
五
名
程
あ
る
.
そ
れ
ら
の
作
者
の

『
わ
れ
も
草
』
に
於
け
る
年

…
度
別
入
選
状
況
を
調
べ
て
見
た
の
が
表

皿
で
あ
る
。
な
お
、
表
の
数
字
は
そ
の
年

}
の
入
選
句
数
の
合
計
で
あ
る
。

…

表
1

　

　

　

　

　

　

　

…蜘

n

E
}p
迦

2

3
4

5

6

7

8

9

⑳
n

尼
…麹

2

才
丸

}

1

2

35

48

19

ノ

寿

2

8

13

5

4

1

　

 .
東
鷲

甲

「

6

14

一

寿
楽

[

f

一
2
一
3

[

一

山
水

3

亙

8
」
9

4

6

1

5
…2

7
⊥

　

双
墨

7

五
章

}
一

一一 一1_

4

14

17

10

6

5

コ東
雲
匿

 
一

1

1

.ユ_

5

9

12

10

25

26

11

 

一
水

一
L

…

一
骨

2

魚
好

圭

2

雨
星

15

10

1

 

奇
鼎

2

8
…

6

⊥

大
ッ
琴
之

　

　

一
2
}

-

1

8

_a.
6

12

 

錦
≧
桃
里

一

2

田
川

1

1

九
亭

1

8

4
f

-

工

月
江

6

7

4

10

2

 

其
巣

　

　

4
一
a

一

【

ヨ
ー
芦
左

2

 

コ
ト
旭

松

4

24

26

7

 

コ
ト
見
圭

丹
柿
塗

亘

B
冨

5
7
7
工

3
量

8
「慧

}7
.

1

 

大
っ
継
子

1

21

26

39

29

26

18

 

ノ
寿
の
よ
う
に
早
く
か
ら
そ
の
名
を
見
せ
文
政
四
年
以
降
姿
を
消
し
て
し
ま
う

者
も
あ
る
が
、
多
く
の
作
者
は
表
の
下
半
部
に
集
中
し
て
出
る
。
表
π
は
こ
れ
ら

の
作
者
の
多
く
が
文
政
半
ば
以
降
に
鷺
太
の
発
句
合
に
関
わ
り
を
持
ち
始
め
た
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

『
わ
れ
も
草
』
に
名
前
が
見
え
な
い
か
ら

と
言

っ
て
鷺
太
の
発
句
合
と
関
わ
り
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
同
様
の
現

象
を
示
す
事
実
は
他
に
も
認
め
ら
れ
る
。
享
和
三
年
序
の

『
発
句
平
安
集

初
篇
』

『
同

二
篇
』

及
び
文
化
三
年
序
の

『
同

三
篇
」

に
は
22

・
15
～
18

・
25

・
40
に
見

え
る
作
者
は

一
人
も
出
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
文
政
六
年
刊

『
発
句
新
葉
集
』
に
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は
表
H
に
あ
げ
た
山
水

(七
十
八
句
入
集
)
・
ノ
寿

(十
七
句
)
・
見
来

(五
句
)

な
ど
の
名
前
が
出
て
来
る
。
ま
た
、
鷺
太
は
10
に

「
蕉
骨
」
、
21

・
30
に

「松
骨
」

の
号
を
使
用
し
て
い
る
が
、
松
骨
の
号
が
初
め
て
見
え
る
の
が
文
政

十

三

年

版

『
平
安
人
物
誌
』
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
考
え
併
せ
て
み
る
と
、
2
～
42
の
資

料
は
文
政
半
ば
以
降
天
保
末
年
の
間
の
も
の
と
見
て
差
し
障
え
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
先
の
卯

・
辰
年
に
改
め
て
注
目
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
が
、
該
当

年
次
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
天
保
二
辛
卯
年
と
天
保
三
壬
辰
年
で
あ
る
。
2
～

42
は
天
保
二

・
三
年
前
後
数
年
間
の
も

の
と
見
て
お
く
の
が
、
最
も
穏
や
か
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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